
 

東京都学校事務職員労働組合（東学） 新宿区西新宿２－８－１ 都庁第２本庁舎３２階

（情報通信メディア調査特集） ２０２５年７月７日 ＮO.７３５ 

総務省 「令和６年度情報通信メディアの利

用時間と情報行動に関する調査」結果を報告 
主なメディアの平均利用時間 

・ 主なメディアの平均利用時間について、全年代では、平日、休日ともに「インター

ネット」の平均利用時間が最も長く、「テレビ（リアルタイム）視聴」がこれに続く

傾向が継続しています。 

【平日】インターネット：１８１．８分（＋８．２分）、テレビ（リアルタイム）：  

１５４，７分（−８．２分） 

【休日】インターネット：１８３．７分（＋４．０分）、テレビ（リアルタイム）：  

１８２．７分（−１９．３分） 

・年代別にみると、休日の４０代で「インターネット」の利用時間が「テレビ（リアルタ

イム）」を初めて超過。平日、休日の６０代で「テレビ（リアルタイム）」の利用時間

が大幅に減少。 

主なソーシャルメディア系サービス/アプリ等の利用 

・主なソーシャルメディア系サービス/アプリ等の利用率について、全年代では「LINE」

が９１．１％、「X（旧 Twitter」が４３．３％、「Facebook」が２６．８％となっ

ている。動画共有系では、「YouTube」が８０．８％、「TikTok」が３３．２％と

なっています。 

目的別の利用メディア 

・「いち早く世の中のできごとや動きを知る」ために最も利用するメディアとしては、全

年代では「インターネット」が５４．４％と最も高い。年代別では、１０代から５０代

では「インターネット」、６０代及び７０代では「テレビ」を最も利用しています。 

・「世の中のできごとや動きについて信頼できる情報を得る」ために最も利用するメディ

アとしては、全年代では「テレビ」が５１．６％と最も高いです。年代別では、２０代

及び３０代では「インターネット」を最も利用しており、４０代では「テレビ」と「イ

ンターネット」が同率、それ以外の各年代では「テレビ」を最も利用しています。 

・「趣味・娯楽に関する情報を得る」ために最も利用するメディアとしては、全年代では

「インターネット」が７１．１％と最も高いです。年代別では、１０代から６０代では

「インターネット」、７０代では「テレビ」を最も利用しています。 

メディアの重要度・メディアの信頼度 

・「情報源としての重要度」は、全年代では「テレビ」が８１．３％と最も高いです。年

代別では、１０代から４０代では「インターネット」が最も高く、５０代から７０代で

は「テレビ」が最も高いです。 

・「娯楽としての重要度」は、全年代では「インターネット」が８０．４％と最も高いで

す。年代別では、１０代から４０代では「インターネット」が最も高く、５０代から７

０代では「テレビ」が最も高いです。 

・「メディアとしての信頼度」は、全年代では「新聞」が５９．９％と最も高いです。年

代別では、３０代及び７０代を除く各年代では「新聞」が最も高く、３０代及び７０代

では「テレビ」が最も高いです。 



若者の「テレビ離れ」 映像が選べる時代に 
テレビの平均利用時間は、１０代では３９．７分、７０代では３１０．７分です。逆に、

インターネットの平均利用時間は、１０代では２４３．４分、７０代では７２．４分です。

インターネットが社会インフラとして定着し、ユーチューブなどで誰もが「Mｙテレビ

局」を開設できるようになり、「テレビ離れ」は進みました。映画などのサブスクリプ

ションサービスも定着し、いまや映像情報は日常にあふれています。映像を選べる時代と

なり、テレビを見ない人が増えています。 

「新聞離れ」も進行 １０代・２０代の若者

はほとんど新聞を読んでいない 
 新聞の平均利用時間は、１０代では０．５分、７０代では３０．５分。全年代でも９．

０分です。ほとんど読まれていません。新聞の場合は、テレビに加え、ネットメディアが

発達したことで、いわゆる「紙離れ」が進んできました。 

 電車に乗っても、新聞を広げて読んでいる人はほとんど見かけなくなりました。その代

わり、スマートホンをいじっている人が多くなりました。地方紙では、廃刊や休刊、夕刊

の撤退が進んでいます。新聞販売店では、配達部数の減少に加え、過疎エリアが広がり、

いまでは路線バスに過疎地まで輸送をゆだねる事例もあるという。過疎地では、「朝刊は

朝届くもの」という常識が過去のものとなっているという。 

新聞の発行部数の推移 総発行部数６．９％

減 ２，６６１万部 減少傾向が止まらない 
 新聞協会の発表によると、協会加盟の日刊１０６紙の総発行部数は、２０２４年１０月

時点で２６６１万６５７８部、前年比６．９％減、部数で１９７万３９０８部落ち込みま

した。１０６紙の内訳は、一般紙９２，スポーツ紙１４，発行形態別で朝夕刊セット紙２

０，朝刊単独紙７６，夕刊単独紙１０。「夕刊フジ」は、今年１月で休刊となっています。 

 

吉田浩惠さん 「机上には猫とお知らせが

あった」を出版 事務室だよりがエッセイに 
 東学組合員の吉田浩惠さんが、「机上には猫とお知らせがあった」と題する本を出版し

ました。単なる「事務室だより」ではなく、児童や教職員とのかかわり、自身の家族の話、

何よりも猫の話が面白いです。東学組合員のみならず、「事務室だより」を発行している

事務職員などに広くお知らせいたします。出版社は文芸社、定価１，０００円＋税です。 

 「『事務室からのお知らせ』を発信することで、先生方とのコミュニケーションがとれ

るのではないかという思いから、このお知らせを作成した次第です。事務連絡ツールだっ

たお知らせが、読んでくださる先生方から良かったと好意的な感想をいただくと、私自身、

来月のお知らせは何を掲載しようかと作る楽しさに変わっていきました。『学校事務』は

学校を支える裏方であり、だからこそ学校の抱える様々の懸案事項や、児童、保護者、地

域との関係性も見えてきます。そこでこのお知らせの中には、情報だけではなく、職務上

いろいろな問題を抱えているであろう先生方がほっとするような話題も載せるよう心がけ

ました。こうして、お知らせは単なる事務連絡ツールからコミュニケーションツールにな

りました」。是非、一読してみてください。 


